
　２　一般会計・特別会計実質収支

 うち地方

 歳 入 総 額  歳 出 総 額  歳入歳出  実質収支額  自治法第

差引額  233条の2

 継続費 繰  越 事　故  　　計  の規定に

 逓　次 明許費 繰越し  よる基金

 　 　　　Ａ  　　　 　Ｂ    Ｃ (A-B)  繰越額 繰越額 繰越額  　　　　Ｄ  　Ｅ (C-D)  繰入額

863,267,901 852,657,450 10,610,451 -     6,181,202 59,308  6,240,510 4,369,941 4,191,794

 競輪事業 27,639,450 27,575,378 64,072 -     -        -      -        64,072 -       

 卸売市場事業 1,443,871 1,443,871 0 -     -        -      -        0 -       

特  国民健康保険事業 125,985,646 125,938,136 47,510 -     -        -      -        47,510 -       

  母子父子寡婦福祉 380,194 183,949 196,245 -     -        -      -        196,245 -       

    資金貸付事業

 後期高齢者 20,152,835 19,220,278 932,557 -     -        -      -        932,557 -       

別
        医療事業

 公害健康被害 182,580 54,225 128,355 -     -        -      -        128,355 -       

 
        補償事業

109,270,841 108,510,857 759,984 -     30,521    -      30,521    729,463 -       

3,673,863 3,394,427 279,436 -     185,059   -      185,059   94,377 -       

 会 109,415 109,412 3 -     -        -      -        3 -       

        共済事業

530,813 318,823 211,990 -     17,794    -      17,794    194,196 -       

479,003 360,510 118,493 -     34,100    -      34,100    84,393 -       

   ゴルフ場事業

 計 337,509 337,509 0 -     -        -      -        0 -       

      取得等事業

168,800,452 168,800,452 0 -     -        -      -        0 -       

　実質収支      形式収支（歳入歳出差引額）から翌年度繰越事業費等に充当されるべき財源を差し引いた実際の当年度の

　　　　　　　　収支を明らかにするものである。

 公債管理

 墓地整備事業

 生田緑地

 公共用地先行

 　翌年度へ繰り越すべき財源

 一般会計

 港湾整備事業

 勤労者福祉

 介護保険事業

区　　　　分

（単位：千円）


